令和６年度

「運営に関する計画」

（中間評価）

　　　　　　　
　

　　　　　大阪市立西中島幼稚園

令和６年１１月

（様式１）
大阪市立西中島幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）
　１　学校運営の中期目標

２　中期目標の達成に向けた年度目標

３　本年度の自己評価結果の総括

大阪市立西中島幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【安心・安全な教育の推進】
学校の年度目標
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。
　「幼稚園は安全な生活ができるよう、子どもに必要な行動や態度を指導している」
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。
「子どもは、自分も相手も大切にしようと思う気持ちが育っている」
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を９０％以上にする。
　「子どもは、栽培活動に興味や関心をもって行っている」

	A


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①　【安全・安心な教育環境の充実】
　教職員が迅速、的確に対応できる避難訓練を行う　　　
	B

	指標　・年間計画に沿って、内容を工夫する。
	

	取組内容②【豊かな心の育成】
　幼児一人一人の実態に応じた援助を行う。
	A

	指標　・幼児理解と援助について月１回以上話し合う。
　　　・学期に１回以上教職員が研修会に参加し、伝達し合う。
	

	取組内容③【豊かな心の育成】
栽培活動を通して、豊かな心を育てる。
	A

	指標　・年間計画に沿って、栽培活動を行う。

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	取組内容①
・年間計画に沿って月に一度避難訓練を行っている。今年度は幼児のねらいだけでなく、教師のねらいを立てるようにしている。
・様々な想定を考え、教員間で連携を行い、迅速、的確に対応できるようにしている。

・昨今の状況に応じて、地震・津波の訓練を増やした。
取組内容②
・月に１回以上、援助の必要な幼児の様子や援助方法を教職員間で共通理解してきたことで、個々に応じた援助支援をすることができた。また、幼児の実態に合った園内の環境を整えたことで、落ち着いて過ごすことができるようになってきている。
・教員が外部の支援に関する研修に対面やオンラインで参加し、内容を教員間で伝達し合った。
取組内容③
・季節に応じた栽培活動について教職員で検討し、年間計画を立てた。
・今年度、園庭に畑を新たにつくった。５月には、畑にサツマイモの苗を植えた。畑が身近にあることで、苗の生長に興味や関心をもつようになった。収穫時は、サツマイモのできている状態や大きさ、形、数などに興味や関心をもったり、収穫の喜びを味わったりした。
・季節毎に花を植えている。幼児と一緒に世話をしてきたことで、幼児は、季節感を感じたり、自然の美しさや不思議さに気付いたりしている。

	今後への改善点

	取組内容①
・反省を生かし、様々な想定を考えながら具体的な計画案を立てる。
取組内容②
・研修会での学びを伝達し、保育に生かしていくようにする。
取組内容③
・幼児期の食育につながる栽培の工夫を行う。


大阪市立西中島幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【未来を切り拓く学力・体力の向上】
学校園の年度目標
○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を
９０％以上にする。
　「幼稚園は、遊びを中心に、実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる」
○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を
９０％以上にする。
「子どもは、身近な環境に関わって遊ぶことを楽しんでいる」
〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を
９０％以上にする。
「幼稚園は、子どもに基本的生活習慣が身に付くような指導をしている」

	B



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【幼児教育の推進と質の向上】

　実体験を基に、遊びを中心とした保育実践を行う。（就学前教育カリキュラムの活用）
	A

	指標　・各クラス、月１回以上ポートフォリオの作成を行う。
	

	取組内容②【幼児教育の推進と質の向上】
身近な環境に関わって遊ぶことを楽しむ幼児の指導を行う。
	B

	指標　・幼児の実態に応じた環境を工夫する。
　　　・実践記録の検討会を３か月に１回程度行う。
	

	取組内容③【健やかな体の育成】
健康な生活習慣を知り、身に付くようにする。
	B

	指標　・幼児の実態に応じた保健指導を月1回実施する。
　　　・保護者啓発を学期に１回以上行う。

	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	取組内容①
・月１回以上、各クラスで、保育実践についてのポートフォリオを作成している。就学前教育カリキュラムを活用することで、子どもの育ちが明確になり実践につなげられている。また、掲示することで他のクラスの保育内容もよくわかり、園全体で保育の推進を行っている。
取組内容②
・身近な生き物を飼育し、近くで見て触れることができるような場を整えたことで、幼児は身近な生き物に気付き、興味や関心をもつようになった。また、進んで身近な生き物に関わろうとする姿が見られるようになった。
・自然物をすぐに遊びに取り入れられる環境を整えたことで、幼児は自然物の面白さを感じながら遊ぶようになった。
・５月、６月、１０月に実践記録の検討会を行った。幼児の身近な自然に興味や関心をもっている姿や、興味や関心をもって関わろうとしている姿を読み取り、分析したことで、好奇心や探究心をもつことにつながる姿や教師の教育的意図をもった働きかけや環境構成が明確にできた。今後、実践記録の検討会は１１月、２月に行う予定である。
取組内容③
・幼児の実態や時期に応じて年間計画を変更しながら、手洗いうがいやトイレの使い方、歯みがき、睡眠といった基本的な生活習慣について保健指導を行った。指導後にうがいの視覚物や歯みがきの視覚物を手洗い場に掲示したことで、進んでうがいや歯みがきに取り組んでいる姿が見られた。
・2学期始業式に保護者に向けて、幼児に行った保健指導を写真や動画で紹介したり、手洗いうがいの重要性についてイラストで伝えたりした。2学期終業式、3学期終業式にも実施する予定である。

	今後への改善点

	取組内容①
・ポートフォリオの作成時に今後も就学前カリキュラムを活用し、幼児の育ちを明確にし、保育に生かすようにする。
取組内容②
・幼児が冬の自然に興味や関心をもつことができるように、保育を工夫する。
取組内容③
・冬の健康的な生活習慣を身に付けられるような指導を行う。
・幼児の危険な行動の実態から、安全な生活について知らせる。


大阪市立西中島幼稚園　令和６年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

	年度目標
	達成状況

	【学びを支える教育環境の充実】
学校園の年度目標
◯今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を
９０％以上にする。

「幼稚園は、子どもの興味や関心を高めるような指導を行っている」
○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を
９０％以上にする。

「幼稚園は、子どもの様子や教育活動について分かりやすく伝えている」
	　B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【人材の確保・育成としなやかな組織づくり】

　教員の資質向上を図り、実践につなげる。
	B

	指標　・年間計画を立て、園内研究会を行う。
　　　・保育内容について、２週間に1回程度話し合う。
	

	取組内容②【家庭・地域等との連携・協働した教育の推進】
教育活動について、保護者や地域に発信する。
	B

	指標　・ホームページや掲示物等を使って、月1回以上発信する。
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	取組内容①
・９月に２回、１０月に１回、１１月に１回園内研究会を、５月、７月、１０月に特別支援に関する園内研修会を行った。教職員間で討議したり、外部講師の指導を受けたりした。環境の再構成や多面的な視点での保育などが分かり、教員の資質向上につながった。また、養護教諭や支援担当講師も園内研究会を行ったことで、教職員が全体で子どもに関わることにつながっている。今後、園内研究会を１２月と１月に実施する予定である。
・担任間での話し合いを２週間に１回程度行っている。幼児の実態把握、環境構成や保育の進め方を共通理解し、保育を進めることができた。
取組内容②
・ホームページや掲示物などを使って、月１回以上発信してきた。また、週末の保育室降園では、保育の取組や、子どもの様子など、保護者に伝える機会をもち、子どもの育ちや、教師の願いなどを発信した。１学期の終業式には、全クラスの様子を見てもらえるよう、遊戯室に、１学期の掲示物を貼った。

・今年度は、未就園児活動の回数を増やしたり、活動内容を明確にしたものを掲示したりなど、工夫した。発信方法は、ホームページや園掲示板を活用するだけでなく、地域と連携し、地域の掲示板に掲示させてもらっている。

	今後への改善点

	取組内容①
・担任で話し合ったことを、必要に応じて全教職員に周知する。
取組内容②
・今後も、教育内容について、機会を逃さず発信する。








現状と課題


○本園の目標は「心身ともにたくましく、心豊かな子どもを育てる」、目指す子ども像は「明るく、元気な子ども」「考える子ども」「思いやりのある子ども」である。


　昨年度は、近畿音楽教育研究において、園内研究や公開保育を行ったことで、外部に幼児教育の発信を行えた。子どもの育ちを分析し、援助を考えたり教材研究を行ったりしたことで教職員の資質向上につながった。誕生会の内容を工夫したことで、音楽に親しみ、普段の遊びに音楽を取り入れて遊ぶ姿が多くみられた。


今年度は身近な環境を通して、興味や関心をもち、心豊かに活動する中で、自分を伸び伸びと表現できる子どもを育てていきたいと考えている。





中期目標


【安心・安全な教育の推進】


〇７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　　「幼稚園は、安全な生活ができるよう、子どもに必要な行動や態度を指導している」


〇７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「子どもは、自分も相手も大切にしようと思う気持ちが育っている」


〇７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　　　「栽培活動に興味・関心をもって行っている」


　　


【未来を切り拓く学力・体力の向上】


○７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　　「幼稚園は、遊びを中心に、実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる」


○７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「子どもは、身近な環境に関わって遊ぶことを楽しんでいる」


〇７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもに基本的生活習慣が身に付くような指導を行っている」





【学びを支える教育環境の充実】


◯７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもの興味や関心を高めるような指導を行っている」


○７年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもの様子や教育活動について分かりやすく伝えている」





【安心・安全な教育の推進】


〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　「幼稚園は、安全な生活ができるよう、子どもに必要な行動や態度を指導している」


〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「子どもは、自分も相手も大切にしようと思う気持ちが育っている」


〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　「栽培活動に興味・関心をもって行っている」





【未来を切り拓く学力・体力の向上】


○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


　「幼稚園は、遊びを中心に、実体験を大切にした教育活動に取り組んでいる」


○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「子どもは、身近な環境に関わって遊ぶことを楽しんでいる」


〇今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもに基本的生活習慣が身に付くような指導を行っている」





【学びを支える教育環境の充実】


◯今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもの興味や関心を高めるような指導を行っている」


○今年度末の保護者アンケートの次の項目において、肯定的な回答をする保護者の割合を


９０％以上にする。


「幼稚園は、子どもの様子や教育活動について分かりやすく伝えている」
































評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した


Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった
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